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1 ごあいさつ 

文具を通じて文化を育成します 
　ぺんてるは社訓で「社業を通じて国家社会への貢献」を掲げ、

活動しています。地球環境の保全と汚染防止は人類にとって最

も重要な課題ですので、1996年には「ぺんてる環境綱領」

を策定し、生産から販売に至るまでのあらゆる企業活動に反

映させてまいりました。 

　1998年7月に吉川工場が筆記具業界で初めて環境マネジ

メント規格「ISO14001」の認証取得をしたのを皮切りに、

1999年茨城工場、2000年には草加工場でそれぞれ認証取

得をしました。また、ぺんてるオブアメリカのロス工場と台湾

ぺんてるの台北工場でも同様に認証取得しています。 

　また、近年重要になってきています「企業の社会的な取り組

み」についても取り上げ、環境社会報告書と致しました。 

　「優れた品質の製品であれば世界中の皆様にお使いいただけ

る」との考え方で常に品質管理活動を推進し、デミング賞の受

賞、国内外の工場で「ISO9001」を認証取得しました。これら

の活動を通じて培われたブランドをもう一度全社員が再認識し、

より強固なものにするための運動を推進しています。 

　ぺんてるは未知のもの・未経験のものに好奇心を抱き、創

造性とマーケットインの姿勢で絶えず世の中にない製品を開発

してまいりました。この精神を全社員が共有し、一丸となって

各種活動を進めるべく、今年新たにコーポレートメッセージと

して「Spirit of Wonder」を掲げました。 

　世界中のお客様に愛用され続け、“ワクワク、ドキドキ”す

るような楽しい製品を提供してまいります。 

　ぺんてるでは、これからも文具を通じて文化を育成し、社会

から尊敬される企業・人間を目指し、「書く」「描く」ことに付

加価値や感動をあたえる活動を推進してまいります。 

 

ぺんてる株式会社 

代表取締役社長 
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ぺんてる企業行動指針

ぺんてるの環境・社会活動のあゆみ

文具を通じて文化の育成 

ぺんてるの社会貢献活動
（1）自然保護活動 

（2）地域社会とともに 

 

 

ぺんてるの環境マネジメント

環境に配慮した商品開発 
（1）商品づくり

（2）新たなリサイクルの可能性を求めて 

（3）異業種とのコラボレーション 

環境取り組み報告 
（１）活動計画と実績 

（２）エコファクトリーへの取り組み〈国内〉 

（3）エコファクトリーへの取り組み〈海外〉 

（4）環境コミュニケーション 

（5）環境会計

 

 

社会的取り組み報告 
（１）企業倫理とコンプライアンス 

（２）お客様とのかかわり 

（3）安全で働きやすい職場づくり 

目　次 

編集後記 

基本方針と活動事例 

環境への取り組み 

社会責任への取り組み 

Pentel ○R   pen'tel, n (also without cap) a type 
    of disposable felt-tip or ballpoint pen.

世界の人に愛されるPentel 
イギリスで最も権威のある英語辞書THE CHAMBERS  
DICTIONARYに社名“Pentel”がサインペンやボール
ペンの総称として掲載されました。 



3 会社概要 

世界市場に躍進、充実の生産・販売ネットワークを整えています。 
ぺんてるは現在世界120カ国に向けて輸出を行っています。その販売活動を支えているのが世界
20カ所の海外販社です。また、フランス、アメリカ、中国、台湾、ブラジルに工場を設立し、積
極的な海外展開を行っています。 

会社概要 

ぺんてるの製品は、文具関係を製造する茨城
工場、吉川工場をはじめ、電子機器事業部や
機設部がある草加工場の3カ所で製造され
ています。営業拠点は東京支社、大阪支社を
はじめ札幌営業所、仙台営業所、広島営業所、
福岡営業所の全国６カ所。さらに浦和流通セ
ンター、大阪流通センターが販売活動をサポー
トしています。 

ドイツぺんてる 
イギリスぺんてる 
ユーロぺんてる（フランス）※ 
スイスぺんてる 
イタリアぺんてる 
ポーランドぺんてる 

天津ぺんてる※ 
上海ぺんてる 
台湾ぺんてる※ 
香港ぺんてる 
タイぺんてる 
マレーシアぺんてる 
シンガポールぺんてる 

オーストラリアぺんてる（シドニー） 

カナダぺんてる（バンクーバー） 

グローバルネットワーク 

ぺんてる株式会社 

ＰＥＮＴＥＬ ＣO., ＬTD. 

〒１０３-８５３８ 

東京都中央区日本橋小網町７番２号 

ＴＥＬ：０３－３６６７－３３３３ 

ＦＡＸ：０３－５６９５－７３０３ 

１９４６年（昭和２１年）３月 

４５０百万円 

２６,３００百万円（2004年度） 

６１７百万円（2004年度） 

８９９人（臨時社員除く） 

１．文具事務用品（画材、筆記具など）の製造販売 

２．電子機器（タッチパネル､デジタイザー､電子ペンなど）

　　の製造販売（電子機器事業部） 

３．産業用ロボット、産業用自動組立機、射出成型用精密金

　　型、精密ハンドプレスなどの製造販売（機設部） 

４．ＯＥＭ関連製品（化粧品部品、文具事務用品、医療機器

　　など）の製造販売（ＯＥＭ事業部) 

　 ホームページ http://www.pentel.co.jp

社　名 

本　社 

創　立 

資本金 

売上高 

経常利益 

従業員数 

事業内容 

売上高における 
事業および国内外割合 

その他 
文具 
18％ 

電子・機設 
OEM 
13％ 

文　具 
〈海　外〉 
42％ 

文　具 
〈国　内〉 
58％ 

ボールペン・ 
サインペンなど 

59％ 

画材 
10％ 

※工場を併設する海外販社 

福岡営業所 

広島営業所 

大阪支社 
大阪流通センター 

浦和流通センター 

ぺんてる東海 

本社 
東京支社 

草加工場 
吉川工場 

茨城工場 
茨城流通センター 

仙台営業所 

札幌営業所 

南アフリカぺんてる 
ブラジルぺんてる※ 

ラテンぺんてる（パナマ） 

メキシコぺんてる 

ぺんてるオブアメリカ※ 

■事業内容 
　ぺんてるといえば、くれよんのイメージが強い
と思います。しかしながら現在、くれよんを含む
画材の売上げは全体の10％に過ぎません。 
　ぺんてるの事業分野は、電子機器などの製造販
売、産業用ロボット・産業用自動組立機・大型イ
ンクジェットプリンター・精密ハンドプレスなどの
製造販売、さらに化粧品、文具事務用品などの
OEM関連製品の製造販売にまで広がっています。 



4ぺんてる企業行動指針 

　ぺんてる株式会社は、創業以来の社訓に基づき、企業の社会的責任を果たすた

めに、ぺんてる企業行動指針を策定し、全社員に徹底させ、持続可能な社会づくり

を推進します。  

基本理念 

　ぺんてるは１９９６年に「ぺんてる環境綱領」を策定し、地球環境の保護と汚染防止に取り組む姿勢を明

確にし、あらゆる企業活動に反映させてまいりました。 

　また今年、企業の社会的責任を果たし、持続可能な企業構築のために、新たな「ぺんてる企業行動指針」

を策定し、企業経営活動の中に組み入れてまいります。 

ぺんてる企業行動指針 

基本方針と活動事例 

一 . 社業を通じて国家社会への貢献 

一 . 製品を通じて全世界よりの信用の蓄積 

一 . 相手の気持になって行動する 
　　感謝と奉仕の精神 

一 . アイディアを尊ぶ研究的態度 

一 . 適正利潤と冗費節約による会社、 
　　従業員の繁栄 

一 . 正しい人格と愛される人柄の培養 

・広く社会とのコミュニケーションを行い、企業情報を公正に
開示します。 

・環境問題への取り組みは人類共通の課題であり、企業の存
在と活動に必須の要件であることを認識し、自主的、積極
的に行動します。 

・品質、環境、安全性や個人情報・顧客情報の保護に十分配
慮して社会的に有用な製品を開発、提供し、消費者・顧客
の満足と信頼を高めていきます。 

・「良き企業市民」として、積極的に社会貢献活動を行います。 
・公正、透明、自由な競争ならびに適正な取引を行うこと。
また、政治、行政との健全かつ正常な関係を保ちます。 
・従業員の多様性、人格、個性を尊重するとともに、安全で
働きやすい環境を確保し、ゆとりと豊かさを実現します。 

研究開発 

社　訓 

企業行動指針 

営業活動 



ぺんてるは、創業時より一貫して、世の中にない新製品をつくり、新しい需要を引き出し、市場を大
きくすることを続けてきました。今後もこのポリシーをもって、新製品開発に力を注いでまいります。 

基本方針と活動事例 

5 ぺんてるの環境・社会活動のあゆみ 

ぺんてるの環境・社会活動のあゆみ 

世界で初めて粘土芯に替わり、バインダーに合
成樹脂を使用した0.5mm芯を市場に導入。 
シャープペンシルの芯はそれまで0.9mmが
主流だった。 

シカゴの見本市で紹介されたサインペンは当
時の大統領補佐官の目にとまり、それを使った
ジョンソン大統領が大変気に入ったことなどか
らニューズウィーク誌に掲載され、爆発的な人
気となった。 

1965年、気圧が変化してもインクの漏れない
サインペンは、アメリカが打ち上げたジェミニ6
号と7号（人類初の宇宙ランデブー飛行）に乗っ
て宇宙でも活躍。 

電子機器部門に本格参入。 

樹脂チップと水性インキで滑らかな書き味のボー
ルPentel。 

（第１回世界児童画展に協賛） 
以降、毎年美育文化協会に協賛し、2005年で
35回目の開催。 

業界初のJIS制度導入にはじまる徹底した品
質管理活動で、1976年に文具業界初で唯一
となる「デミング賞」受賞。 
そして引き続きISO9001品質システム及び、
ISO14001環境マネジメントシステム認証を
取得。 

トメ、ハネ、ハライが出来る動物毛を使用しない
本格毛筆ペン。 

・草加工場（絵具、くれよん・パス）、 
　日本工業規格（JIS）認定工場に指定される。 

・大阪万国博に国際児童画館を出展・参加 
・第1回世界児童画展に協賛 

・ぺんてる株式会社に社名変更 
・連続8年輸出貢献企業認定を受ける 

・デミング賞受賞 
・ぺんてる筆の発売 

・ハイポリマー芯（0.5mm）の発売 

・近代設備を誇る茨城工場建設 
・世界各地に海外販社設立 
　（香港、シカゴ、パリ、ロンドン、Pentel of America） 

・技術研究所設立 
・ノック式シャープペンシル（0.9mm）の発売 

・ぺんてるサインペンの発売 

・水性ボールペンの発売 

・在庫管理機の発売 

・輸出貢献により内閣総理大臣賞を受賞 

●ぺんてるのあゆみ 

1952年 
（昭和27年） 

1960年 
（昭和35年） 

1962年 
（昭和37年） 

1970年 
（昭和45年） 

1971年 
（昭和46年） 

1964年 
（昭和39年） 

1966年 
（昭和41年） 

1963年 
（昭和38年） 

1972年 
（昭和47年） 

1975年 
（昭和50年） 

1976年 
（昭和51年） 

・大日本文具株式会社創立 1946年 
（昭和21年） 

ぺんてるの前身である大日本文具株式会社創
立。当時の社長・堀江幸夫の「新しい日本を作
るのにもっとも必要なものは教育である」との
理念に基づき、くれよん、絵具などの学用文具
の製造販売をはじめた。 

業界初のJIS制度導入 
QC（品質管理の開始） 

ぺんてるの名前の由来となったパス 



6ぺんてるの環境・社会活動のあゆみ 

・PUHAの発売 
・ペンタッチ修正液の発売 

・本社ビル完成 

・ISO9001取得（茨城工場・吉川工場） 

・ISO14001取得（吉川工場） 

・エアペンの発売 

・創立50周年 

・エルゴノミックスの発売 

・新たなコーポレートメッセージを発信 
・創立60周年 

・ハイブリッドの発売 

環境を意識した新製品開発の履歴 

●環境に対応した活動 

自然保護への対応 

記念植樹（毎年環境月間の6月に実施） 

1983年 
（昭和58年） 

1995年 
（平成7年） 

1989年 
（平成元年） 

1996年 
（平成8年） 

1998年 
（平成10年） 

2004年 
（平成16年） 

2005年 
（平成17年） 

2002年 
（平成14年） 

1990年 
（平成2年） 

小型精密組立ロボット（PUHA）を開発、発売。 
省力機器部門に参入。 

刷毛式に替わる世界初のペンタッチ式修正液
を発売。 

筆記具と電子の融合。 

1960年 
（昭和35年） 

・エフ水彩えのぐポリチューブ　エコマーク認定取得 2000年 
（平成12年） 

1974年 
（昭和49年） 

2001年 
（平成13年） 

・木を使用しない世界初のノック式シャープペンシル 
・強く滑らかに書ける、粘土をバインダーとしないハ
　イポリマー芯 

・茨城工場排水処理施設北茨城地区モデル工場 
・茨城県緑化コンクール最優秀工場 

・茨城工場　地球に優しい企業（環境管理監査部門）
　茨城県 

1992年 
（平成4年） 

1995年 
（平成7年） 

1997年 
（平成9年） 

・WWF（世界自然保護基金）に協賛開始 

・オゾン層破壊物質の全廃（製品） 

・茨城工場　地球に優しい企業（緑化部門）茨城県 
1991年 
（平成3年） 

・ぺんてるペンなど人と地球に優しい商品の開発
　開始 
・ぺんてるリサイクルマークの作成・表示 

人間工学に基づく第4の 
支点を持つ筆記具。 

ゲルインキボールペン ハイブリッド 
の発売・爆発的人気を呼ぶ。 

コーポレートメッセージ 

1967年 
（昭和42年） 

1976年 
（昭和51年） 

・カートリッジを使用した水性ボールペン 

・穂先に動物毛を使用しない（ナイロンを使用）ぺん
　てる筆 



　絵を描くということは子どもの情操教育の上で非常に重要なことですが、一方で絵を描く機会
が減少しています。その結果、子どもが即物的で創造性が乏しくなる傾向があると指摘する声もあ
ります。ぺんてるは児童画展覧会や写生大会の活動を実施し、児童の情操、感性の育成に力を入れ
ています。 

ギネスに挑戦！ 
ぺんてるは創立 60 周年記念として、
2005年10月1日の創立記念日に幕張メッ
セのアリーナにて日本の北から南までのぺ
んてる全社員が一丸となって「世界一長い絵」
を描き、ギネスに挑戦しました。 
今までの記録：3025m 
ぺんてるの記録：3840m 
現在ギネス事務局に申請中です。 

基本方針と活動事例 

7 文具を通じて文化の育成 

　1970年の大阪万国博以来協賛を続けている世界児童画展（財団法人美育文化

協会主催）は、2005年で第35回の開催となりました。この展覧会の表彰式には

高円宮妃殿下にもご臨席いただきました。 

世界児童画展 

文具を通じて文化の育成 

全国で６０カ所以上の写生会に 

協賛をしております。 

写生会 

お天気も上々。心地よい海風に吹かれながら絵を描くのは気持ち
い～。目立つ建造物に人気が集中するのは写生会の常。この日は、
大きな船に子供達が集まりました。（横浜・山下公園にて） 

審査会風景 

1970年第1回世界児童画展 
（大阪万国博にて現天皇陛下、 
 現皇后陛下をお迎え） 

表彰式集合写真 

世界40カ国から約20万点の作品が応募されました。 

 



8ぺんてるの社会貢献活動 

　WWF（世界自然保護基金）の協力

を得て、地球温暖化防止内容を盛り

込んだ小学校の総合学習教材の作成

に取り組んでいます。（2006年4月

開始予定） 

　WWFに協賛し、マークをつけた商

品販売上の収益の一部をWWFの自

然保護活動に還元しています。 

［活動内容 ］ 

（1）自然保護活動 

　本社ビルでは、東京都中央区及び日本橋小網町町会と協定書を締結して、

４０m3（５００mlペットボトル８万本相当）の飲料水を備蓄し、万一の災害発生時

における供給協力を約束しています。 

［災害援助活動への参画 ］ 

　地域との結びつきを重視し、さまざまな活動を推進しています。 

・本社のある日本橋小網町では、５年に１回小網神社大祭が開催されます。ぺんて

るではこのような地域文化を尊重し、積極的に参加しています。 

・毎年　吉川工場（埼玉県吉川市）、茨城工場（茨城県玉里村）において、市長様、

村長様はじめ地域の消防団などのご協力・ご出席をいただき、盛大に夏祭りを行っ

ています。その参加者は吉川工場で約１３００人、茨城工場で約２０００人、社員

は皆様に楽しんで頂けるよう数々の出店を午後から用意し、お待ちしています。

勿論、ご来場のお子様には弊社製品のプレゼント付きです。 

・草加工場、吉川工場、茨城工場では年に数回、工場周辺及び公共施設などの清

掃活動を定例化しています。 

［地域社会との交流 ］ 

・茨城工場、吉川工場では「夏休みの小中高生の職場体験実習カリキュラム」に

賛同し、小中高生の受け入れを行い、働くことの楽しさ、苦しさを体験していた

だいています。さらにお子様の茨城工場見学を実施し、くれよん、絵の具、ペン

などが出来る工程を見ていただいています。 

・また、本社でも、見学に訪れた修学旅行中の小・中学生に対して、受水槽や非

常食も見学コースに入れて、防災の意識を持ってもらっています。 

［学校行事への協力 ］ 

（2）地域社会とともに 

WWFの自然保護活動への協賛、災害発生時の援助活動への参画や地域社会との結びつきを重視
した活動を推進しています。さらに各種学校教育への協力を実施しています。 

ぺんてるの社会貢献活動 

吉川工場での夏祭り風景 

吉川工場周辺清掃 

茨城工場隣接施設清掃 

職場体験学習 

小学生の工場見学 

C 1986 WWF R WWF Resistered Trademark 

WWF(世界自然保護基金)に協賛し、
このマークをつけた商品の売上の 
一部をWWFの自然保護活動に還元
しています。 

（WWF支援商品群） 

総合学習教材 
『ホッキョクグマが泣いている...』 

 

修学旅行生の見学 



ぺんてる株式会社は地球社会のよき企業市民として、企業の社会的責任の重要性

を認識し、地球環境保護と環境汚染防止を企業経営の重要な理念として、全社員の

環境意識を高め、会社運営の全ての面で人と環境に調和した企業活動を推進します。 

　ぺんてるは1996年に環境綱領を制定し、翌年に環境管理・推進の組織を立ち上げました。主と
して環境への負荷が大きい工場サイドの活動を主に推進し、2003年度には全社環境管理委員会
を組織し、全社での取り組みをはじめました。 
現在は、 
1.「ISO14001マネジメントシステム」の確実な実行 
2.TQM（総合的品質管理）活動の一環として行われている「方針管理」の実施 
3.「QCサークルの活動（工場部門）」 
　の３項目で推進しています。 

法令順守の状況 
環境法令や排出基準などの遵守に努めてい
ます。 
2004年度は吉川工場の老朽化した排水施
設を約1億円かけて全面改修しました。 

方針管理とは 
企業の経営活動においてその諸機能に関し、
企業の向かうべき方向を重点的に策定し、最
適な期間毎にPDCAのサイクルを廻し、目標
管理を行うしくみです。 
 
QCサークルとは 
QCサークル活動とは“第一線の職場で働く人々
が、継続的に製品・サービス・仕事などの質の
管理・改善を行う小グループ”による活動を
いいます。 
（『新版QCサークル活動運営の基本』より） 

［基本理念 ］ 

1.企業活動全般にわたり、設計開発から廃棄にいたる全ての段階において環境保

全を考慮した製品とサービスを開発し、提供します。 

2.環境に関連する国内外の関連法及び協定、約束を遵守し、継続的な環境の保全

と向上を図ります。 

3.海外事業展開に際しては、相手国の環境保全の確保に努めます。 

4.新規事業の計画に当たっては、継続的なアセスメントを実施し、環境保全に努

めます。 

5.社員に対しては、環境保全に対する情報の提供と教育を行うとともに、顧客、

行政、地域社会に対しても環境保全のために必要な情報を提供します。 

6.この方針を全社員、全組織に周知徹底するとともに、環境保全に関する知識と

技術の向上に努め、全社一丸となった環境管理活動を推進します。 

（備考） 

環境に関する行動指針は上記の内容となっていますが、企業の社会的責任を果たし、持続可能な企業構築

のため、新たな「ぺんてる企業行動指針」を策定しました。 

［行動指針 ］ 

環境綱領 

ぺんてるの環境マネジメント 

環境への取り組み 
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各事業所への展開 

高速嫌気処理装置＋担体流動膜分離（屋外） 

防音壁 

【国内工場】 

草加工場　吉川工場 
茨城工場 

環境方針 

・ISO14001認証取得状況 

吉川工場 1998年 

茨城工場 1999年 

草加工場 2000年 

アメリカ ロス工場 2001年 

台湾 台北工場 2002年 

【海外工場】 

アメリカ 
台湾 

環境マネジメントの活動も
グローバル展開しています。 



ぺんてるにおけるTQM活動 
「製品を通じて全世界よりの信用の蓄積」を
社訓のひとつとして品質管理活動を1952
年に草加工場がJIS表示許可工場に指定さ
れたのがはじまりで、品質の良いものは必ず
お客様の満足につながるとの考えで推進し
てまいりました。 
この考えをTQC（全社的品質管理）活動とし
て推進し、1976年にデミング賞を受賞する
ことが出来ました。 
現在はその推進をさらにレベルアップさせ、
TQM（総合的品質管理）へと発展させてい
ます。 

10ぺんてるの環境マネジメント 

〈ぺんてるにおける方針管理〉 

〈環境マネジメントの推進組織〉 

〈第8回 リサイクルバザー：吉川工場〉 

〈第8回 環境提案・ポスターコンクール〉 

ぺんてるにおける環境マネジメント展開の概念図 

QCサークル活動 
●環境提案・ポスターコンクール 
●環境標語 
●リサイクルバザー 

QCサークル活動を通じて、その社
員一人ひとりが参加し改善する活動
をボトムアップの形で実行しています。 
いわば活動全体に心を通わせていく
形で推進しています。 

全社 
環境委員会 

P.対応計画 の策定 

A.指摘事項 の改善 

C.改善状況 確認 

D.推進活動 

社
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・
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針
　
年
度
部
門
計
画 

部
門
方
針
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針
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シ
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【
月
次
管
理
】 ・
実
施 

・
評
価 

・
対
策 

下期・次年度への展開 

年度末に行われる社長をはじめとする経営トップ層

QC診断では、Q（品質、品質管理活動ISO9001含む）、C（コ

スト）、D（納期）、及び環境保全活動（ISO14001）の取り

組みについても、その内容について診断が行われ、問

題部分に関してはその是正処置が指示されます。 



　ぺんてるではリサイクル素材を使った製品や、製品本体を捨てずに再利用し、長

く使用できるようにした商品、更に製品本体に有害物質を使わず、ＣＥ基準に合致

した商品を開発しています。 

Yes（YELL for ECOLOGY STATIONERY）
は、再生材を使用する事、インキを補充でき
るようにする事等、環境への負荷が少ないぺ
んてるのエコロジー商品（＝エコマーク商品、
グリーン購入法適合商品）です。 

（1）商品づくり 
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環境への取り組み 

　弊社では、同業他社に先駆け1991年より人と地球に優しい環境配慮商品の開発に着手しました。
1996年には「ぺんてる環境綱領」を策定し、企業活動全ての側面に環境保全と省資源、省エネルギー
への対応を実行し、現在はこの環境綱領に沿って、「環境への負荷が少ない」商品の開発・製造・販
売に取り組んでいます。この環境への負荷が少ない商品をぺんてるではYes（YELL for ECOLOGY 
STATIONERY）商品と称し、徐々にその商品数を増やしています。 
　現在これらの商品は消費者の皆様が手にとってはじめて気づくほど自然に確実に市場に浸透し、
今では国内の売上の約50%がYes商品となっています。 

環境に配慮した商品開発 

環境への 
負荷が少ない 
商品 

リサイクル 

長期使用 クリーン 
インキを詰め替えたりカート

リッジ・リフィルを交換する

事などで長期使用する 

・廃棄物の削減 

・化学物質管理（PRTR法へ

　の対応、RoHS規制への対応） 

プラスチックや紙のリサイクル
素材を使った商品の開発 

Yes商品比率 
60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0%
2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 

エコマーク商品比率 
40% 

35% 

30% 

25% 

20% 

15% 

10% 

5% 

0%
2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 



Yes商品 
様々な再生素材を使用するのはもちろん、加えてより環境に負荷を与えない工夫が

盛り込まれています。 
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大容量 
＋ 

インキ補充ができる 

園芸用ビニール 
シートの廃材利用 

カートリッジ式 
＋ 

利便性（ノック式） 

カートリッジ式 
＋ 

利便性（ノック式） 

デザイン性 
＋ 
抗菌 

再生材利用 
＋ 

残り芯が少ない 

空き缶、 
ペットボトル減容器 

取り扱いやすさ 
＋ 
廃棄性 

ここに掲げられている商品の詳細については弊社ホームページをご参照ください。 

製品名： 

ホワイトボードマーカー 
タフ〈MW50M〉 

製品名： 

Yes消しゴム 
〈EZE10〉 

製品名： 

ノック式油性マーカー 
ハンディ〈NX50、NX60〉 

製品名： 

ノック式修正テープ 
詰め替えタイプ〈ZT200〉 

製品名： 

多色油性ボールペン 
ローリー〈C2、C3、C4〉 

製品名： 

シャープペンシル 
ローリー〈AZ135〉 

製品名： 

マルチプレス 
〈KPM1〉 

製品名： 

スクールガッシュ 
パウチ容器 
（減容率：75％／従来ボトルとの比較） 



開発の発端 

　自動車部品などにマーキングしているペイントマーカーの本体には金属と樹脂が

使用されており、廃棄したときに金属と樹脂に分解して廃棄しなければならず、そ

の作業にとても手間がかかるので何とかならないか？との打診がありました。 

 

Phase　　〈分解しなくてもよいものが出来ないか〉 

　本体を全て樹脂にすれば分別廃棄の手間が省けるのでそういう製品が出来ない

かとの要望がありました。ぺんてるではその要望に応えるのと同時に、エコマーク

認定基準もクリアするものにして、より環境への負荷が少ない製品を作ろうとのコ

ンセプトで開発をはじめました。 

　こうして生まれたのが「樹脂部品だけのペイントマーカー」です。 

　しかし、インキに含まれる有機溶剤による経時変化に耐えられるのは金属しか

ないというのが、これまでの常識的な考え方でした。そのため、樹脂を使うという

ことは大変な作業を伴いました。樹脂選びにはじまり、設計し、経時変化に耐えら

れることを確認。もちろん、インキは自動車のマーキングの要求品質に耐えられ

なければなりません。 

　これらの条件をクリアして生まれたのが、「樹脂部品だけのペイントマーカー」です。 

 

Phase　　〈捨てずにリユースできないか〉 

　現在はペンを使い終えて、インキのなくなった本体を回収し、再度インキを補充

して再利用する取り組みをT社と共同で実施し、さらにレベルアップさせています。 

特長 
金属部品を使っていない油性ペイントマーカー。
プラスチックゴミとして廃棄できます。塗料
のように色が濃く、鮮やかな発色。金属・
ガラス・プラスチック・ゴム・木材・陶器・
皮革などの筆記に最適。色の濃い面にも鮮
やかに書けます。工業用・家庭用に幅広く
使用できます。不透明・耐水性。 

［商品の廃棄方法に着目した共同開発 
　　　　　＋Ｒｅｕｓｅシステムの構築（Ｔ社）］ 

13 環境に配慮した商品開発 

（2）新たなリサイクルの可能性を求めて 

T社　ペイントマーカー　リユース（Reuse)の例 

ペイントマーカー 

インキ再充填作業 

T社 

送付されたときの荷姿 箱の中の状態 

環境への取り組み 

プラスチックの再利用 

再
生
P
O
M

ア
ク
リ
ル
繊
維
 

P
O
M

再
生
P
A

再
生
P
O
M

再
生
P
O
M

ペ
ン
先 

ペ
ン
先
ホ
ル
ダ
ー
、前
軸 

バ
ネ
弁 

キ
ャ
ッ
プ 
撹
拌
体 

軸 

01118153（中字） 

グリーン購入法 
適合商品 

（写真はMMP20 中字） 

●材質/軸：再生PA　キャップ、前
軸、撹拌体：再生POM　ペン先：ア
クリル繊維　バネ弁：POM



ぺんてるは今後も異業種とのコラボレーションを積極的に進めていきます。 
また、自社商品のリサイクル、リユースの可能性を追求していきます。 

（3）異業種とのコラボレーション 

　「 Ｉ 社」では2003年10月の資源有効利用促進法改正施行に先立ち、使用済パ

ソコンの回収を実施しています。その有効利用策のひとつとして「リサイクル材を

使って文具が出来ないか」との打診がオフィスサポートサービスの「A社」を通じ

て弊社にありました。ぺんてるでは今までの各種新製品開発技術と成型技術を活か

し、品質の維持と納期の点で多くの課題をクリアし、製品化に成功しました。 

　現在、この商品は「 Ｉ 社」での使用の他に「A社」を通じ、一般のユーザーの方

にも販売させていただいています。 

　ソニー社では柑橘類の皮から採れるリモネンを使った発泡スチロールリサイクル

システムに取り組んでいて、その普及のためにそのシステムで作られたリサイクル

樹脂の製品化が必要となっていました。 

　この樹脂を使用した文具の製品化の打診を受けた弊社では、試行錯誤を繰り返し、

ボールペンとマーカーの製品化に成功。主にソニー社でのノベルティー用としてご

使用いただいています。 

［リモネンを使って作られたリサイクル素材の活用 ］ 

［使用済パソコンのリサイクル活用 ］ 
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みかんの皮からとれる「リモネン」 
の力で筆記具ができています。 

リモネンを使ったリサイクルPS材を 
使用した筆記具 

使用済パソコンを利用した文具 

リサイクルの流れ 

皮汁を精製 
皮の中にリモネンが 
約0.5％含まれています。 

成型しやすい粒状のペレットへ 

みかん 

グレープ 
フルーツ オレンジ 

リモネン 

軸成型 
組立 

特　長 
●柑橘系の皮に含まれる天然溶剤な
　ので安心です。 
●発泡スチロールをよく溶かします。 

油性ボールペン　EBK1S

ラインマーカー　ECL12

再生ポリスチレン 



　ぺんてるでは環境保全と省資源への取り組みを、社員全員の参加のもと、また世界各国の販社・
工場との連携も考慮したグローバルな視点で推進しています。 

［活動の内容 ］ 

（１）活動計画と実績 

15 環境取り組み報告 

環境への取り組み 

環境取り組み報告 

活動項目     活動状況 
廃棄物の分別収集    工場目標達成、本社、支社実施中 
プラスチック廃棄物の高炉原料化リサイクル 達成率１００％ 
生ゴミのコンポスト化処理   達成率１００％ 
産業廃棄物のセメント原料化リサイクル  達成率１００％ 
廃蛍光管のリサイクル化   達成率１００％ 

活動項目     活動状況 
消費電力の少ない製造設備の調達・切り替え 更新中 
製造工程の見直し・効率化による消費電力の削減 消費電力　16ページ参照 
消灯運動・室内温度適正管理の推進  実施中 
製造設備の冷却水の循環化による水の消費量削減 水の消費量　16ページ参照 
裏紙利用等による紙の使用量削減  達成率１００％ 
クールビズへの参加（2005年夏)  ネクタイ着用なし（室温28度） 

活動項目     活動状況 
容器包装リサイクルへの対応   対応実施 
ドイツ　グリューネプンクトへの対応  達成率１００％ 
ＥＵ　ＥＮ71-3への適合   達成率１００％ 
工場排気・排水浄化処理対策   達成率１００％ 
化学物質の適正管理    PRTR法への適正対応 
     RoHS指令への適正対応 
産業廃棄物のマニュフェスト適正管理  達成率１００％ 
騒音・臭気削減対策の実施   実施内容　9ページ参照　 

活動項目     活動状況 
エコマーク、グリーン購入法、GPN適合商品の開発 計画達成率１００％ 
包装材の簡素化    実施中 
再生材の利用推進    計画達成率１００％ 
環境安全性の高い原材料の使用   塩ビの削減　計画達成率100％ 
製品環境アセスメントの推進   品質機能展開表に項目設定、ＤＲ時に確認実施 

活動項目     活動状況 
環境ラベル製品の購入推進   GPNデータベースを参照し、実施中 
印刷インキ（パンフレット類）の大豆インキ化 実施中 
再生紙への切り替え    達成率１００％（デザイン用紙除く）       
消費電力の少ない事務機器の調達  実施中 

7ページ「世界児童画展、写生会」、8ページ：WWF、社会貢献活動をご参照ください。 

活動方針１：ゼロエミッションを狙った廃棄物の削減とリサイクルの推進 

活動方針２：省資源/省エネルギーの推進 

活動方針３：環境負荷低減関連法規への対応 

活動方針４：環境にやさしい商品の開発 

活動方針５：グリーン調達の推進 

活動方針６：社会貢献・コミュニケーション 

化学物質の適正管理 



［環境パフォーマンス管理 ］ 

16環境取り組み報告 

工場においては、国内外の化学物質規制が強化される中、調達品のそれらへの適

合性を評価し、基準適合品の調達を推進しています。また、オフィスでは以下のグ

リーン購入活動を推進しています。 

［グリーン調達］ 

項目 《草加工場》 《茨城工場》 《吉川工場》 考察 

工場により差が見

られる。吉川、茨城

工場は製造装置を

稼働させるための

使用量割合が多く、

今後の対応が難し

くなりつつある。 

リサイクルが進ん

でいる。 

※マテリアルリサイ

　クルとサーマルリ

　サイクルの両者を

　指す。 

・コピー紙：リサイクル紙使用率　95％ 
（デザイン用、POP用などの特殊用紙が5％） 

・トイレットペーパー：リサイクル紙　90％ 
・節電型電気機器の購入 

替芯製造時の歩留まり

の向上が進んでいる。

しかし、さらなる向上

が必要であり、設備面

の見直し、生産技術の

改善でさらなる積み上

げを確保する。 

ゼロエミッションほぼ達成。 
廃棄物のほとんどがリサイクル利用されている。

今後はサーマルリサイクル量の削減が課題。 

順調に削減してき

ているが、最近は頭

打ち傾向でもある。 

電
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草加工場での環境保全活動事項は上の通り
です。 
特に力を入れているのが　　　ですが、
ゼロエミッションはほぼ達成したので、現在
はサーマルリサイクルの削減も追加実施して
います。 

ここでは国内事業所の個別対応の内容につ
いてご報告させていただきます。全社の環
境対応は15ページ、16ページにて報告
しています。 

17 環境取り組み報告 

（2）エコファクトリーへの取り組み〈国内〉 

環境への取り組み 

　草加工場の稼働開始当時は、周囲はほとんどが工場でした。しかし近年では、

マンションなどが立ち並び、住宅地化が進んでいます。 

　そのような立地条件をふまえて、工場内の適正配置を行い、草加工場は生産工

場から研究 ･設計を中心とした工場へと再構築中です。 

［草加工場の環境対応について］ 

ISO14001定期審査風景 

ISO14001現場審査状況 
（工場食堂残飯のコンポスト化機器の前で） 

　火力発電所などでは、海水を使用して冷却などをしていますが、海水中に

棲む微生物の熱交換機への付着防止に現在は化学物質を使用しております。

ぺんてるではこの化学物質に替わる、微弱電気を利用したそれらの付着防止

方法を研究しています。また、家庭内の水まわりへの応用も現在研究中です。 

微弱電流による海洋生物付着防止研究 

草加工場の主な環境保全活動事項 

省エネルギー・省資源の推進。 
ゼロエミッションを狙った廃棄物
の減量とリサイクルの推進。 
環境負荷の低減に配慮した研究・
開発。 
工場内外の清掃・美化の実施。 
法規に対応した環境負荷低減活
動の推進。 

1

2

3

4

5

ぺんてる環境綱領の制定 
（1996） 

ISO14001認証 取得活動 

全社の取り組みと草加工場 

2005～2007年度　環境目的・目標 

吉川工場 
認証取得1998年7月 

茨城工場 
認証取得1999年2月 

ぺんてるオブアメリカ 
認証取得2001年9月 

その他の海外工場でも 
取得準備中 

草加工場 
認証取得2000年7月 

台湾ぺんてる 
認証取得2002年5月 

主な環境保全活動事項 

省エネルギー、 
省資源の推進 

目的 

電力消費22.4％削減 

水使用量10.6％削減 

9.0％（累計） 

2.4％（累計） 

20.8％ 
（累計） 

汚染物質0%

一斉清掃3回 
（累計） 

事前登録 2016年7月 
までに廃棄 

21.6％（累計） 

7.7％（累計） 

31.2％ 
（累計） 

汚染物質0%

22.4％（累計） 

10.6％（累計） 

38.1％ 
（累計） 

汚染物質0%

一斉清掃6回 
（累計） 

一斉清掃9回 
（累計） 

NOx1.0%（累計） 
PM1.0%（累計） 

NOx20.4%（累計） 
PM2.0%（累計） 

NOx39.5%（累計） 
PM3.0%（累計） 

目標 
2005年度 2006年度 2007年度 

ゼロエミッションを狙った、
廃棄物の減量とリサイクル
の推進 

部門別環境目的・目標設定表 環境マネジメントプログラム部門別進度表 

2001年6月第1回定期審査　2002年7月第2回定期審査　2003年5月第1回更新審査 
2004年6月第1回定期審査　2005年6月第2回定期審査 

工場内外の清掃・美化 

法規に対応した環境負荷 
低減活動の推進 

PCB廃棄物の廃棄処理 

工場再配置に伴う 
緑化率の向上 

自動車排出物の低減 
（窒素酸化物・粒子状排出物） 

工場内外の清掃・美化 
一斉清掃9回 

電気化学的海洋生物 
付着防止方法の研究 
（汚染物質排出度0%） 

排出物38.1%減量 
（サーマルリサイクル） 

工場再配置計画に 
基づき順次計画化 

2008年度 
第二工場の緑地面積 

環境負荷の低減に 
配慮した研究開発 

1 2



1. Forklift Re-Certification of All Drivers.
2. IIPP SB198 Intro, Policy, Program, 
Compliance Requirements (Pgs 4~5)
3. Evacuation Training

TRAINING ATTAINED
1. IIPP SB198 Intro, Policy, Program, Compliance 
Requirements (Pgs 2,3,4)
2. Accident Emergency Plan Evacuation Training All 
Departments completed and Evacuation Drill conducted.
3. Statistical Training on Pareto Graphs to Yolanda Fojas 
For Monthly Defect Report.
4. Auto Desk Inventory Training Off Site for Michael 
Barber.
5. Management Review Training for Administrative and 
CQA Personnel.

APRIL

1. Ergonomics (pgs 1~3)
2. Suggestion System Training

TRAINING ATTAINED
1. Computer Training Microsoft Outlook (2) Factory 
Employees
2. Forklift Training (2) Factory Employees.

OCTOBER

1. Computer Training for Factory Personnel 
Excel and Word (HR)
2. Sexual Harassment Training (HR)
3. Outside ISO 14001 2004 Training for Vern 
Lindquist.
4. IIPP SB198 Basic Safety Rules, Inspections, 
Inspections of Injuries (pgs 6~8)

TRAINING ATTAINED
1. Sexual Harassment Training completed with 23 Factory 
Managers, Supervisors and Lead Persons attending.
2. Corrective Action and Root Cause Analysis Training 
conducted with 11 Factory Managers attending.  Training 
conducted By Vern Lindquist
3. QA TQC Training S. Casias on Internet Zip, Making 
Labels, Cert. Mail, Fed Express

1.  Ergonomics (pgs 4~6)
2. Quality Circles and Statistical Techniques.

NOVEMBER

MAY

1. Factory Oracle Training (Marinde)
2. IIPP SB198 Correction of Unsafe 
conditions, Training, Records, Emergencies, 
Forms (pgs 8~13) 
3. Mechanic Training BK95 Equipment.
4. Operator Training BK95 Machines.
5. Auto Cad Training One Person R&D

TRAINING ATTAINED
1. Mechanics Trained on BK95 Gripping Machine, Hot 
Stamp Machine and Cap Assembly Machine
2. Operator Training BK95 Machines.
3. Level 1 Auto CAD 2006 Training Tetsuya Tonokawa (32) 
Hours completed 6/13/05
4. Word One Training of Factory Personnel (10 people).
5. Vern Lindquist ISO 14001 2004 on line Training BSI 
Management Systems, for Factory Implementation of new 
Standard.
6. Continued QA/TQC Training of Shirley Casias including 
Thank you system, MSDS Fax Distribution, Preliminary e-
mail review. 
7. Lead Auditor Review Training for D. Pena withy Perry 
Johnson.
8. Employee Appraisal Training S. Harrison, J.  Muga for 
11 Factory Managers.

JUNE

1.    English as A Second Language   Training.

DECEMBER

1. Factory Training ISO 14001 2004 (Vern 
Lindquist)
2. Quality Circles and Statistical Techniques.
3. Inspector Training BK95/96
4. Auto Cad Training One Person R&D

TRAINING ATTAINED
1. Auto CAD 2006 Level One Training R&D Barry Tan 32 
Hours completed 7/18/05.
2. Computer Training Excel 1 (7) Factory  3hrs week.
3. Performance Appraisal Training 7 Factory Managers 
7/25/05 Conducted by S. Harrison HR.
4. BK90 Training:
a. Operator Machine Safety Training BK90 (39)      
Operators and Support Personnel 7/12/05.
b. Operators and Support Personnel Chemical         
Labeling Training BK 90 7/15/05
a. Operators and Support Personnel BK90 Quality Policy 
Training 7/14/05
b. Operators and Support Personnel BK90 Training on 
Safe use of Ladders 7/19/05
5. CQA Training S. Casias Map Quest consumer address 
and Zip Code Verification , Lost in Mail proc.

JULY

1.  Evacuation Training

JANUARY

1. Blood borne Pathogens (pgs 1~4) 
2. Quality Circles and Statistical Techniques.

TRAINING ATTAINED
1. Oracle Training (11) Factory Employees Trained on 12 
Topics in 12 Sessions.
2. Computer Training (2) Factory Employees Trained in 
Microsoft Word 2, (4) Factory Employees Trained in Excel 
1, (1) Factory Employee Trained in Excel 2.
3. BK95 Assembly Machine Training (2) Mechanics
4. BK95 Cap Set Operation (1) Operator
5. CQA Training on (1) Claims Data Edit, (2) Product Info 
on Leads and Hybrid Gel Characteristics (3) Email 
Responses.

AUGUST

1. Hazardous Waste Training 3  Material 
Handlers

FEBRUARY

1. Manager Supervisor Training (HR) 
2. Blood borne Pathogens (pgs 5~8) 
3. Quality Circles and Statistical Techniques.

TRAINING ATTAINED
1. Forklift Training (6) Factory Employees Class Training 
and Re-Certification. (4) Full Time (1) Agency.
   Forklift Driving Training (1) Warehouse Agency Person.
2. Microsoft Power Point Training (4) Factory Employees.
3. Microsoft Excel 1 (1) Fact. Emp.
   Microsoft Excel 2 (1) Fact Emp.
4. Microsoft Outlook (3) Fact Emp.
5. Sexual Harassment Training H/R and Neil Rubens all 
Factory Employees

SEPTEMBER

1. First Aid and CPR Training (HR)

MARCH

　ぺんてるオブアメリカは1965年に設立され、カリフォルニア州トーランス市に

ある本社及び工場の他、シカゴ支店を有し、全米へのデリバリーを行っています。

工場ではローリングライター（水性ボールペン）、油性ボールペン、シャープペン

シルなどを製造しています。 

　このような状況の中で、ロス工場では ISO9001認証を1999年に取得し、さ

らに2001年に ISO14001認証取得を完了しました。現在その体制を維持・向

上させるために、マネジメントのしくみを構築・推進しています。 

　多様な人種で構成される従業員への展開を確実なものにするための年間教育ス

ケジュールの策定、中でも環境に対する取り組みに多くの時間を割いています。こ

のように従業員と一体となった活動を推進しています。 

［ぺんてるオブアメリカの事例 ］ 

18環境取り組み報告 

（3）エコファクトリーへの取り組み〈海外〉 

環境ポリシー 

ISO14001更新審査風景（2005年5月） 

環境マネジメントのしくみ 

ぺんてるオブアメリカで 
生産されている商品 

ぺんてるオブアメリカ 

年間教育スケジュール（ハイライト部分が環境関連） 



ホームページのトップに「エコロジー情報」
のタブを作り、弊社の環境報告書、エコロ
ジー商品の紹介をさせていただいています。 

※ぺんてるメールマガジンはトップページのメル
　マガ登録ボタンより登録いただけます。 

19 環境取り組み報告 

環境への取り組み 

　ぺんてるではお客様との直接対話手段としてWebサイトの運営とメールマガジン

の発行をしています。 

　「月刊ぺんてる」2004年5月号にて“地球にやさしい「エコロジー商品」”と

して弊社の取り組みを紹介させていただきました。 

［ホームページでの情報収集・発信 ］ 

（4）環境コミュニケーション 

お客様はご自身で何か行動をして目に見

える形で環境にやさしい行動をしたいと

考えられているようです。 

ぺんてるでは詰替型商品のようなお客様

と一緒になって環境への負荷を少なくす

る製品の開発に力を入れていきます。 

メールマガジンを通じたお客様とのコミュニケーション 

ぺんてるの取り組み 

エコロジー商品カタログ 



20環境取り組み報告 

　ぺんてるでは1991年、人と地球にやさしい「グリーンラベル商品」の開発や「ぺ

んてるリサイクルマーク」を作成・表示し、お客様とのコミュニケーションをはじ

めました。 

　お客様にぺんてるの環境取り組みをご理解頂けるよう、1999年に環境報告書『グ

リーンカンパニーをめざして』を発刊し、環境保全と省資源への取り組みを情報発

信致しました。2004年にはその後の環境活動をまとめ、環境報告書『環境保全

と省資源への取り組み』、及びお子様向けに環境を考えるひとつのきっかけになれ

ばと考え、『ぺんてる ぺぺとルルのエコ研究』を発刊致しました。 

　さらに本年は社会的な取り組みについての情報量を充実させて、環境社会報告

書２００５として発刊致します。昨年度版に比較し、2倍強のボリュームにし、構成

にも工夫し作成致しました。 

　なお、弊社エコロジー商品についてはホームページをご参照ください。 

［環境社会報告書での情報発信・コミュニケーション ］ 

　ぺんてるの環境対応をご理解いただくとともに、直にお客様とコミュニケーショ

ンが出来る場として各種展示会に参加しています。「エコプロダクツ2004」では

お客様、特に自由研究の一環として来場されるお子様の参考になればとの考えから、

お子様向けパンフをつくり、さらにぺんてるの工場ではどのような環境への対応を

しているかをクイズ形式で実施し、大盛況でした。 

［環境関連ショーへの出展とコミュニケーション ］ 

　ぺんてるでは、エコマークやぺんてる独自の環境マークをカタログなどに表示し

ています。 

［商品環境情報 ］ 

エコプロダクツ風景 

『ぺんてるペペとルルのエコ研究』 

●エコマーク 
エコマークは（財）日本環境協会が、私た
ちの日常生活に伴う環境への負荷の低減な
どを通じて環境保全に役立つと認められると
認定した商品に付けられています。この目
的は商品の環境的側面に関する情報を広く
社会に提供し、環境にやさしくありたいと願
う消費者による商品の選択を促すことにあり
ます。 

●Yesマーク 
ぺんてるは、環境問題に積極的に取り組む
という企業の方針の下、より多くの廃棄素材
を有効に再利用するため、部品ごとに様々
な再生材を適材適所に活用しています。環
境への負荷が少ないということをはじめ、キャッ
プ安全性 ISO規格、欧州玩具安全基準など
にも準拠した、ぺんてるのエコロジー商品
ブランドです。 

●グリーン購入法 
グリーン購入法は、国の各機関や都道府県・
市区町村、事業者、消費者のそれぞれが、
環境物品など（エコマーク商品などの環境
保全型製品やサービス）を調達（購入）す
ることにより、“環境にやさしい”いわゆる『環
境保全型社会』をつくることを目的とした法
律です。 

●グリーン購入ネットワーク 
グリーン購入ネットワークは、グリーン購入
の取り組みを促進するために1996年2月
に設立された企業・行政・消費者の緩やか
なネットワークです。全国の多種多様な企業
や団体が同じ購入者の立場で参加しています。 
ネットワークでは幅広くグリーン購入の普及
啓発を行うとともに、購入ガイドラインの策定、
環境に配慮した商品情報をまとめたデータベー
スの発行、国内外における調査研究活動、
地域ネットワークの立ち上げなどを通じて、
消費者・企業・行政におけるグリーン購入
を促進しています。 2004年度は「絵の具」をテーマに作

成。今後も毎年テーマを変え、発行
して参ります。 
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（5）環境会計 

草加工場 

茨城工場 

吉川工場 

環境への取り組み 

〈対策〉 
漏水対策 
使用電力の再検討 
成型機冷却水のリサイ
クル化などを推進して
いる。 

コンプレッサーの統合 
ボイラーのガス化 
記録類の電子化 
冷却水のリサイクル化 
漏水箇所の修繕 
蛍光管のリース化 
汚泥の減量化 

主な設備投資内容 
・冷却水の循環施設 
・蒸気配管の見直し、
　修理 
・省エネ型コンプレッ
　サーの導入 
 
生産技術の改善 
・焼成温度の見直し 
・替芯乾燥枠の改善 
・歩留まりの向上 

投資金額と削減金額 
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環境関連 
投資 
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　文具を通じて文化を育成し、社会から尊敬される企業をめざして、全世界のぺ

んてる社員に“ぺんてるブランドビジョン2005”を配布しました。 

　これは、「社会的に尊敬され、愛される人間になる」ための《ぺんてる社員とし

てのあるべき姿勢》を定めたもので、日本語はもとより英語、ドイツ語、フランス

語等に訳されています。 

　企業・個人が社会活動（企業活動）を遂行する上で守るべき行動規範として、

コンプライアンスを定義づけています。 

　グローバルな事業を展開するぺんてるでは、社会から尊敬され、愛される企業

となるため、世界中の工場の労働者の人権、労働環境、労働条件や環境について、

その国や地域の法令・規則の遵守はもとより、正しい行動を実践しています。 

 

《社員への取り組み状況》 

　安全輸出管理に関する内部監査や、児童労働・強制労働禁止等に関する理解と

各種法令遵守のための社員教育を継続的に実施しています。 

［コンプライアンス活動 ］ 

　企業からの個人情報流出事故・漏洩事故に備え、ぺんてるでは個人情報保護の

重要性を順次、社員に研修を行っています。 

　また、ハード面では社内端末機器のパスワード管理を徹底するなど、リスク管理

体制の確立に向けた取り組みを行っています。 

［個人情報保護に向けた取り組み ］ 

［ぺんてるの経営理念 ］ 

22社会的取り組み報告 

（１）企業倫理とコンプライアンス 

「社会的に尊敬され、愛される人間になる」　 
このためにぺんてるでは、輸出管理、児童労働、個人情報保護などについて、事業所毎の集合教育の
実施や社内報を使って全社員への情報配信を行っています。 

社会的取り組み報告 

社会責任への取り組み 

ぺんてるブランドビジョン2005

吉川工場9月期教育風景 

ぺんてる社内報　2005年4月号写真 

　ぺんてるは、個人情報の適切な取り扱いが当社の大変重要な社会的責
務と考え、以下の取り組みを推進します。 

１.本人の同意のある場合、または法令で許容されている場合を除き、通知もしくは
　公表した利用目的、または取得の状況から明らかな利用目的にのみ個人情報を
　利用します。 

２.必要かつ適切な安全管理対策を講じることにより、個人データの漏洩、滅失また
　は毀損の防止など個人データの安全管理に努めます。 

３.社員に対する教育啓蒙活動のほか、個人情報を取り扱う部門ごとに管理者を置
　き、個人情報の適切なる安全管理に努めます。 

４.あらかじめ本人の同意のある場合、または法令で許容されている場合を除き、第
　三者には個人情報を提供しません。 

５.保有個人情報の確認、訂正などを希望された場合は、合理的な範囲で対応します。 

ぺんてるにおける個人情報保護ポリシー 
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　ぺんてるは創業以来ＱＣ（品質管理）を会社のひとつの柱として活動を進め、お

客様に安心してお使いいただけるよう、高品質の商品をご提供してきました。また、

お客様のご意見をじっくりお聞きし、どう作り変えたら（品質改善したら）お客様

に喜んで使っていただけるかを考えて商品づくりをしています。 

［文句を言う人は神様（ぺんてる社史『円なる英魂』より）］ 

　お客様からいただいた情報は品質改善に使わせていただくとともに、他のお客

様にも活用していただけるよう、製品への表示やホームページ上で情報を提供さ

せていただいています。 

［お客様への情報提供 ］ 

（2）お客様とのかかわり 

（一例） 

●国内の安全性に関する法規制はもとより、海外の法、指令に関して

　も海外販社を通じて、積極的に情報を入手し、対処しております。 

　文具の安全性規制への対応は重金属の含有有無を調査すべく、自

　社内に分析装置を置いて分析調査しています。 

●お客様からボールペンの替芯のお問い合わせが多く寄せられて　

いましたのでお探しのボールペン替芯がすぐわかるよう、ホームペー

　ジに一覧表、交換方法を掲載させていただきました。 

●またお子様方から、夏休みの自由研究等で、文具の出来る過程を紹

　介して欲しいと言うお問い合わせもいただきましたので、ホームペー

　ジ上に掲載するようにしました。 

お客様相談室 

朝礼の度、唱和し常に全社員が心をひとつ

にお客様に対応できるよう心がけています。 

お客様相談室： 

　 ０１２０-１２-８１３３ 
ホームページアドレス： 

www.pentel.co.jp

社訓（第3項） 

相手の気持ちになって行動
する感謝と奉仕の精神 

朝礼唱和用語 

今日も一日、自分の仕事がマー
ケットインであり、最善である
ように心がけ、仕事の質の向
上に努めましょう。 

（本社部門及びスタッフ用） 

お
客
様
の
お
問
い
合
わ
せ
対
応 
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　ぺんてるではお客様相談室を品質保証部の中に設置し、お客様の声を直接、品

質改善に活かせるよう取り組んでいます。 

　お客様相談室へのお問い合わせは電話（フリーダイヤル）及びお手紙、弊社ホー

ムページにて承っており、お客様からいただいた情報は引き続き「ぺんてるファン」

になっていただけるよう下図のような方法で活用しています。 

［お客様相談室の取り組み ］ 

　ぺんてるでは創業以来品質管理を徹底し、お客様に信頼度の高い商品をお届け

するよう日夜努力しています。 

　また、お客様からいただいた情報は、製品・企業活動の改善や啓発のために企

画・開発・製造・営業など全社で活用させていただいています。 

　そして、品質保証を徹底するために全社品質保証委員会を開催し、重点実施事

項を定め、その活動を推進しています。 

［品質保証 ］ 

ぺんてるだから使っていただくことをめざして 

お客様対応・情報活用の概念図 

・クレーム／品質提案 
・安全性 
・使い方／インキの落とし方 
・修理依頼 
・販売店問い合わせ 

品質情報活用 

－受　付－ 
・お客様直接 
・国内営業を通して 
・海外販社を通して 

お客様 

・新製品の品質評価 

・既存品の品質改善提案 

いただいた情報から、お客様のお役に立つ
情報をホームページ上に掲載しています。 

社内の周知徹底 

社内ネットで配信 
社長はじめ全役員、 
全部署長、関連担当者 

改善指示 

情
報
活
用 

・お客様相談室 
・品質保証部 

（真摯な対応） 

お
客
様
客
様
の
お
問
い
合
わ
せ
対
応
対
応 

お
客
様
の
お
問
い
合
わ
せ
対
応 

主な取り組み 

1.

不具合を発生させたときの 
すばやい対応 

改善事項の全社への 
水平展開・標準化 

2.

3.

不具合を未然防止する活動 

（ぺんてるの個人情報保護ポリシーについては22ページをご覧ください） 
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　労働安全衛生に関して、特に機械等を扱う製造現場の取り組みを重点的に実施

してきています。 

［労働安全衛生 ］ 

　従業員の健康を確保し、安心して働けるよう毎年、定期健康診断を実施しており、

全社の受診率は97％となっております。 

　また、ぺんてる健康保険組合とタイアップして、人間ドック検診の援助や生活習

慣病予防の個別相談会を実施しています。 

［健康管理 ］ 

　2004年度社長方針で“人財の育成”を掲げ、全社で計画的に取り組んでおり、

その結果はトップＱＣ診断（経営トップによる実施状況の確認）にて評価しています。 

　教育は、入社直後の新入社員教育や階層別教育、中央研究所等の各部門での職

能別教育、通信教育（ＳＤスクール）での自己啓発、更にはＱＣ教育を行い、社員

一人ひとりのスキルアップ、モラルアップを図っています。 

　階層別教育では各部門から中堅社員を選抜し、広い視野と問題意識を養い経営

感覚を習得するためのＭＭＣ研修も実施しています。      

　社員の自己啓発の場である、「ぺんてるＳＤスクール」は、年２回開講し、修了

者に受講料の補助と、昇格試験への加点をしています。 

　工場部門では、ＱＣ教育の実践の場として、ＱＣサークルによる改善提案活動を

推進しています。この活動の集大成とも言えるＱＣサークル全日本選抜大会で金賞

（2002年）、銀賞（2003年）を受賞いたしました。 

　さらに2005年は、茨城工場のなすびーサークルが11月16日日比谷公会堂

で行われた第35回 全日本選抜ＱＣサークル大会で金賞を受賞いたしました。 

［社員教育 ］ 

（3）安全で働きやすい職場づくり 

なすびーサークル　金賞受賞 
第35回 全日本選抜QCサークル大会 
2005年11月16日　日比谷公会堂 

階層別教育風景 

社員教育のしくみ 

定期的開催の労働安全工場
巡回により、右のような結果
になっています。今後もさら
にこの活動を推進し、発生事
故ゼロを目指します。 

年度結果 

・労働災害発生状況（2004年度） 

※（社）春日部労働基準協会より 

420,181 0 事業場無災害表彰※ 
581,074 0

224,384 0
0
5

0

茨城工場 
草加工場 
吉川工場 

総労働時間 
（h） 

発生事故 
休業災害 不休災害 

備考 

労働安全委員会は毎月、そ

の委員会による工場巡回を実

施し、機械の異常、設備の

状況を確認、問題あるときに

は該当部署に是正勧告、対

策の確認を実施しています。 

工場の活動概念図 

労働 
安全委員会 

P.
労働安全衛生 
の年度計画 

A.
是正処置 

C.
確認 

D.
実施 

集合 
研修 

OJT

自己啓発 
（SDスクール） 

共通教育 

階
層
別
教
育 

〈
共
通
・
選
抜
〉 

Q
C
教
育 

職
能
別
教
育
 

部門教育 

通信 
講座 
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編集後記 
　環境省「環境報告書ガイドライン２００３」の25項「社会的取り組みの状況」

の項目を参考に、環境側面のみならず、社会的な側面も取り入れ、「環境社会報

告書」と致しました。 

しかし、今回の活動を通じて、 

・事業活動のマテリアルバランスの状況 

・環境に配慮したサプライチェーンマネジメント等の状況 

・輸送に係わる環境負荷の状況及びその低減対策製品 

・サービスのライフスタイルでの環境負荷の状況及びその低減活動 

などについて課題を残していますので、今後の活動のなかで推進致します。 

原則、2004年度までの情報・データを収集期間としました。しかし、本年の写真、

トピックスなどに関しては、できるだけ新しい情報（2005年度）を取り入れ、編

集いたしました。 
《情報の収集期間》 

ぺんてるの子供用商品のマスコット
「ペペ」(左)と「ルル」(右)はより親
しみやすく、また、安心してお使いい
ただける、シンボルキャラクターです。 
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